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福
田
素
子
著
『
債
鬼
転
生
―
―
討
債
鬼
故
事
に
見
る
中
国
の
親
と
子
』

―
―
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
偽
経
の
流
伝
の
場
と
の
関
係
か
ら

宇
野

瑞
木

は
じ
め
に

福
田
素
子
著
『
債
鬼
転
生
―
―
討
債
鬼
故
事
に
見
る
中
国
の
親
と
子
』
（
以

下
、「
本
書
」
）
の
副
題
に
あ
る
「
討
債
鬼
故
事
」
と
は
、
本
書
に
拠
れ
ば
、「
金

を
奪
わ
れ
た
り
、
借
金
を
踏
み
倒
さ
れ
た
り
し
た
者
が
、
死
後
、
加
害
者
（
あ

る
い
は
加
害
者
の
生
ま
れ
変
わ
り
）
の
子
供
に
転
生
し
て
逆
に
親
の
金
を
蕩
尽

す
る
と
い
う
話
」
（
四
頁
）
で
、
「
債
権
者
が
債
務
者
の
子
供
に
転
生
す
る
」
、

「
子
供
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
利
用
し
て
金
を
取
り
返
す
」
要
素
が
揃
っ
て
い

る
話
（
八
頁
）
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
従
来
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た
金
を
取
り
立
て
る
要
素
が
な
い
話
に
つ
い
て
は
、「
転
生
復
讐
譚
」
と

し
て
区
別
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
こ
の
よ
う
に
再
定
義
さ
れ
た
「
討
債
鬼
故
事
」
の
中
国
に
お
け
る

生
成
・
展
開
・
変
容
の
過
程
を
明
ら
か
に
し
（
イ
ン
ド
撰
述
の
仏
教
故
事
の
転

生
復
讐
譚
等
の
受
容
と
変
容
と
い
う
側
面
も
含
め
て
）
、
ま
た
日
本
へ
の
伝
播
と

展
開
の
様
相
に
つ
い
て
も
詳
細
に
論
じ
て
い
る
（
主
に
第
二
、
八
、
九
章
）
。
す

な
わ
ち
中
日
の
古
典
籍
お
よ
び
仏
典
、
さ
ら
に
は
現
代
の
小
説
を
も
含
む
文
献

か
ら
「
討
債
鬼
故
事
」
の
系
譜
に
連
な
る
話
型
を
博
捜
し
、
そ
の
成
立
と
展
開

を
近
現
代
ま
で
跡
付
け
た
力
作
と
い
え
よ
う
。

あ
る
固
有
の
故
事
の
型
に
着
目
し
、
そ
の
変
遷
を
跡
付
け
る
上
で
方
法
論
的

な
軸
の
一
つ
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
の
は
、
仏
典
由
来
の
転
生
復
讐
の
故

事
が
「
中
国
的
な
側
面
」（
七
頁
）
を
持
つ
に
至
る
過
程
と
し
て
捉
え
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
中
国
的
な
側
面
」
と
い
う
表
現
が
妥
当
で
あ
る
か
は
置

い
て
お
く
に
し
て
も
、
そ
の
示
す
内
容
に
つ
い
て
は
、「
緒
論
」
に
お
い
て
具
体

的
に
復
讐
の
肯
定
化
と
輪
廻
の
積
極
的
解
釈
（
目
的
化
）
と
い
っ
た
仏
典
の
転

生
復
讐
譚
に
は
な
い
要
素
を
具
え
て
い
く
過
程
で
あ
る
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
本
書
は
、「
討
債
鬼
故
事
」
の
話
型
の
系
譜
を
跡
付
け
る
と
と
も

に
、
仏
教
由
来
の
死
生
観
・
価
値
観
の
東
ア
ジ
ア
で
の
展
開
と
い
う
大
き
な
地

平
を
拓
く
も
の
で
あ
る
点
で
も
意
義
を
有
す
る
と
い
え
る
。
ま
た
現
代
中
国
ま

で
を
射
程
に
入
れ
る
意
欲
的
な
仕
事
で
あ
り
、
そ
の
中
で
討
債
鬼
と
し
て
の
子

の
意
味
付
け
が
、
個
別
の
罪
業
と
の
因
果
関
係
と
し
て
の
語
り
か
ら
、
誰
に
で

も
有
り
う
る
こ
と
と
し
て
運
命
論
的
汎
用
的
な
語
り
へ
と
転
換
し
て
い
く
過
程

を
明
ら
か
に
し
た
点
も
特
筆
す
べ
き
成
果
で
あ
ろ
う
。

一
方
で
話
型
を
構
成
す
る
要
素
や
構
造
を
抽
出
し
た
上
で
、
長
い
時
間
軸
に

お
い
て
そ
の
影
響
関
係
や
そ
こ
か
ら
の
変
容
で
繋
ぐ
方
法
論
は
、
い
う
な
れ
ば

縦
の
系
譜
を
重
視
す
る
た
め
に
、
そ
れ
が
醸
成
・
享
受
さ
れ
た
同
時
代
的
な
思
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想
・
文
化
状
況
と
あ
わ
せ
て
考
え
る
横
の
視
点
を
希
薄
に
し
て
し
ま
い
か
ね
な

い
。
そ
の
意
味
で
、
本
書
の
第
二
部
や
「
補
論
」
に
お
い
て
、「
討
債
鬼
」
と
関

わ
り
の
深
い
「
冤
家
債
主
」
に
関
す
る
仏
道
教
の
経
典
を
含
む
諸
文
献
や
偽
経

『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』
の
版
行
・
石
刻
活
動
を
検
討
し
て
い
る
点
は
非
常
に
納

得
が
い
く
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
今
後
は
他
の
偽
経
も
含
め
た
享
受
・
流
伝

の
場
の
さ
ら
な
る
把
握
が
期
待
さ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
そ
の
一
端
を
み
る
試
み
と
し
て
、「
討
債
鬼
故
事
」
が
成
立
を
見

た
と
さ
れ
る
中
唐
頃
に
、
大
幅
な
増
宏
が
な
さ
れ
、
民
間
に
向
け
て
説
か
れ
て

い
た
痕
跡
が
窺
え
る
『
父
母
恩
重
経
』
周
辺
の
語
り
を
併
せ
て
見
な
が
ら
、
本

話
の
醸
成
・
受
容
さ
れ
た
場
の
文
脈
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

そ
の
上
で
、
本
話
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
展
開
に
お
い
て
も
、
仏
典
・
偽
経

の
流
伝
と
の
関
わ
り
の
中
か
ら
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
か
、
と
い
う
問
題
に
つ

い
て
少
々
考
察
を
試
み
た
い
。

一
、
唐
代
仏
教
に
お
け
る
親
子
に
関
わ
る
語
り
と
故

事
生
成
・
流
伝
の
場
―
―
偽
経
『
父
母
恩
重

経
』
周
辺
を
中
心
に

本
書
の
中
で
、
先
述
の
よ
う
に
中
国
で
偽
作
さ
れ
た
仏
教
の
経
典
、
す
な
わ

ち
偽
経
で
あ
る
『
仏
頂
心
陀
羅
尼
経
』（
敦
煌
本
Ｐ
三
九
一
六
、
Ｐ
三
二
三
六
）

（
以
下
、
『
仏
頂
心
経
』
）
に
着
目
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
討
債
鬼
故
事
」
の
生

成
・
流
伝
を
考
え
る
上
で
偽
経
の
重
要
性
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
偽
経

は
中
国
人
が
中
国
社
会
の
需
要
に
あ
わ
せ
て
仏
典
を
偽
作
し
た
も
の
で
あ
る
以

上
、
偽
経
の
語
り
の
場
は
、
ま
さ
に
仏
教
観
念
が
「
中
国
的
側
面
」
を
も
つ
よ

う
に
転
換
さ
せ
ら
れ
る
同
時
代
的
様
相
を
具
体
的
に
示
す
資
料
で
あ
る
に
違
い

な
い
。
そ
う
と
す
れ
ば
、『
仏
頂
心
経
』
以
外
に
も
、
近
い
場
所
で
享
受
さ
れ
て

い
た
他
の
偽
経
に
も
目
を
向
け
、
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
み
る
価
値
は
あ
る
で
あ

ろ
う
。

本
書
に
拠
れ
ば
、「
討
債
鬼
故
事
」
は
、
牛
僧
孺
の
『
玄
怪
録
』
所
収
「
党
氏

女
」
に
成
立
を
見
た
と
さ
れ
、
中
唐
期
が
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
時
期
盛
行
し
て
い
た
の
が
、
仏
教
徒
が
孝
を
説
い

た
偽
経
『
仏
説
父
母
恩
重
経
』
（
以
下
、
『
恩
重
経
』
）
で
あ
る
。
こ
の
偽
経
は
、

主
と
し
て
親
（
特
に
母
親
）
の
懐
胎
出
産
と
乳
哺
養
育
の
恩
に
対
す
る
孝
の
実

践
を
説
く
も
の
で
、
中
国
伝
統
社
会
に
根
付
い
た
孝
観
念
を
仏
教
側
か
ら
説
く

た
め
に
、
特
に
庶
民
社
会
に
向
け
て
中
国
人
が
偽
作
し
た
仏
典
と
考
え
ら
れ

る

。

（
一
）

『
大
周
刊
定
衆
経
目
録
』（
六
九
五
年
）
第
十
五
の
偽
経
目
録
に
初
出
し
、
そ
の

後
『
開
元
釈
教
録
』
（
七
三
〇
年
）
巻
十
八
の
偽
妄
乱
真
録
に
は
、
「
父
母
恩
重

経
一
巻

経
引
丁
蘭
董
黯
郭
巨
等
、
故
知
人
造
、
三
紙
」
と
あ
り
、
丁
蘭
・
郭

巨
等
の
中
国
人
孝
子
の
故
事
を
引
用
し
て
い
る
た
め
に
中
国
で
偽
作
さ
れ
た
と

見
な
さ
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
『
貞
元
新
定
釈
教
目
録
』
（
八
〇
〇
年
）

巻
二
八
の
偽
妄
乱
真
録
に
も
「
父
母
恩
重
経
一
巻

経
引
丁
蘭
董
黯
郭
巨
等
、

故
知
人
造
、
十
紙
」
と
記
録
が
あ
る
点
で
、
七
三
〇
年
か
ら
八
〇
〇
年
に
か
け

て
の
七
十
年
間
で
、
そ
の
内
容
が
「
三
紙
」
か
ら
「
十
紙
」
へ
と
大
幅
に
増
宏

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
母
の
恩
を
中
心
と
し
た
十
種
恩
徳
や

四
言
六
二
句
の
偈
讃
等
が
加
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る

。
ま
た
丁
蘭
等
の
中
国
人

（
二
）

孝
子
故
事
を
含
む
も
の
（
所
謂
「
丁
蘭
本
」
）
と
、
含
ま
な
い
も
の
も
含
め
多
く

の
異
本
が
生
ま

れ

、
敦
煌
文
書
に
も
『
父
母
恩
重
経
講
経
文
』
二
種
（
ペ
リ
オ

（
三
）

本
、
北
京
本
）
が
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
こ
の
時
期
に
大
い
に
流
布
し
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た
こ
と
は
疑
い
な

い

。
そ
の
流
行
ぶ
り
は
、
道
教
側
で
も
『
恩
重
経
』
を
作
成

（
四
）

し
て
い
る
点
か
ら
も
窺
え

る

。

（
五
）

『
恩
重

経

』
を
具
体
的
に
見
て
い
く
と
、
仏
が
阿
難
に
向
け
て
説
法
し
、
人

（
六
）

は
父
母
が
い
て
初
め
て
生
ま
れ
育
つ
と
説
き
起
こ
し
、
懐
胎
養
育
の
恩
を
述
べ
、

父
母
へ
の
報
恩
の
方
法
と
し
て
、
父
母
の
た
め
に
福
を
作
し
経
を
造
っ
て
七
月

十
五
日
に
仏
槃
・
盂
蘭
盆
を
仏
と
僧
に
献
ず
る
こ
と
を
教
唆
す
る
。
特
に
表
現

の
面
で
見
る
と
、
庶
民
の
親
子
の
在
り
様
を
非
常
に
具
体
的
に
描
写
し
て
い
る

点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
例
え
ば
、
乳
哺
養
育
の
労
苦
の
描
写
に
「
母
中
飢
時
、

呑
苦
吐
甘
、
推
乾
就
湿
」
と
あ
る
よ
う
に
、
母
親
は
子
の
た
め
な
ら
自
分
を
犠

牲
に
し
て
奉
仕
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
子
供
は
往
々
に
し
て
老
衰
し
た
親
を

放
置
し
孤
独
に
陥
れ
る
と
説
き
、
社
会
の
実
相
を
活
写
す
る
（
「
父
母
年
高
気
力

衰
老
。
終
朝
至
暮
不
来
借
問
。
惑
復
父
孤
母
寡
。
独
守
空
房
。
猶
如
客
人
。
寄

止
他
舍
。
常
無
恩
愛
。
復
無
濡
被
寒
。
苦
辛
厄
難
遭
之
。
甚
年
老
色
衰
。
多
饒

蟣
虱
。
夙
夜
不
臥
」
）
。
そ
こ
で
親
が
溜
息
交
じ
り
に
吐
い
た
台
詞
が
「
何
の
罪
、

宿
愆
あ
り
て
か
此
の
不
孝
の
子
を
生
め
る
や
（
何
罪
宿
愆
生
此
不
孝
之
子
）
」
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
不
孝
者
が
生
ま
れ
る
の
は
、
親
自
身
の
前
世
の

過
ち
の
結
果
で
あ
る
、
と
い
う
認
識
が
確
認
で
き
る
。

さ
ら
に
、『
恩
重
経
』
を
講
経
僧
が
敷
衍
解
説
し
語
っ
た
痕
跡
を
示
す
敦
煌
写

本
の
『
父
母
恩
重
経
講
経
文
』
を
確
認
す
る
と
、「
討
債
鬼
故
事
」
の
生
ま
れ
る

土
壌
の
共
有
・
接
続
は
よ
り
明
確
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
母
の
懐
胎
出
産
の
苦

し
み
を
描
写
す
る
箇
所
に
お
い
て
、「
冤
家
債
主
」
の
「
冤
家
」
と
い
う
文
字
が

見
え
、
「
冤
家
」
す
な
わ
ち
仇
が
母
の
胎
内
に
宿
っ
て
生
ま
れ
て
き
た
場
合
に
は
、

母
の
命
は
た
ち
ま
ち
に
失
わ
れ

る
（
若
是
冤
家
託
蔭
来
、
阿
娘
身
命
逡
巡
失
）

（
七
）

と
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
言
い
方
は
、
偽
経
『
仏
頂
心
経
』
下
巻
第

三
話
に
み
え
る
「
怨
家
」
（
す
な
わ
ち
「
冤
家
」
）
が
仇
の
胎
内
に
宿
っ
て
暴
れ

て
難
産
に
す
る
と
い
う
内

容

（
「
此
怨
家
不
曽
離
前
後
、
欲
求
方
便
、
致
殺
其

（
八
）

母
。
遂
以
託
陰
此
身
、
向
母
胎
中
、
抱
母
心
肝
、
令
慈
母
至
生
産
之
時
、
分
解

不
得
、
万
死
万
生
」
）
と
の
対
応
も
見
せ
て
い
よ
う
。
ま
た
『
父
母
恩
重
経
講
経

文
』
の
子
供
が
病
気
に
か
か
る
と
す
ぐ
に
死
ん
で
し
ま
う
こ
と
を
心
配
し
、
薬

を
飲
ま
せ
治
療
さ
せ
、
僧
を
招
き
滅
罪
の
祈
祷
を
さ
せ
る
、
と
い
っ
た
描
写
も
、

討
債
鬼
が
病
気
に
な
る
こ
と
で
親
に
財
産
を
蕩
尽
さ
せ
る
際
の
語
り
と
の
共
通

性
を
見
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
現
実
の
親
子
関
係
で
は
、
往
々
に
し
て
子

に
苦
労
を
か
け
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
親
は
疲
弊
困
窮
す
る
か
ら
こ
そ
、

親
に
奉
仕
す
る
孝
子
の
姿
を
強
く
説
く
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
れ
ば
、
『
恩
重

経
』
周
辺
の
言
説
に
お
い
て
、
孝
子
故
事
と
討
債
鬼
故
事
と
は
ま
さ
に
表
裏
の

関
係
を
な
し
、
土
壌
を
共
有
し
、
補
い
あ
う
も
の
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

ま
た
『
恩
重
経
』
で
は
、
最
終
的
に
、
た
と
え
こ
の
よ
う
な
不
孝
の
子
で
も
、

父
母
の
た
め
に
こ
の
一
句
一
偈
で
も
受
持
・
読
誦
・
書
写
す
れ
ば
、
滅
罪
と
解

脱
が
得
ら
れ
る
と
し
、
父
母
へ
の
報
恩
の
意
義
を
説
い
て
終
わ
る
の
で
あ
る
が
、

書
写
の
功
徳
に
よ
り
滅
罪
が
得
ら
れ
る
と
説
く
点
に
お
い
て
も
、『
恩
重
経
』
と

『
仏
頂
心
経
』
の
享
受
の
場
が
近
接
し
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
本

書
「
補
論
」
で
論
じ
ら
れ
る
『
仏
頂
心
経
』
の
版
行
・
石
刻
活
動
と
も
接
続
す

る
議
論
と
し
て
、『
文
物
』
一
九
八
八
年
第
八
期
「
四
川
安
岳
臥
佛
院
調
査
」
の

報
告
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
四
川
省
安
岳
県
の
臥
仏
院
は
、
唐
代
の
釈

迦
牟
尼
仏
涅
槃
像
（
開
元
頃
）
を
は
じ
め
、
多
く
の
仏
像
と
刻
経
洞
が
あ
る

（
窟
龕
が
一
四
二
号
ま
で
あ
り
、
唐
宋
・
南
宋
の
遺
物
と
さ
れ
る
）
が
、
そ
の

五
九
号
窟
洞
に
は
『
仏
説
報
父
母
恩
重
経
』
が
刻
ま
れ
、
題
記
に
は
「
□
□
年

六
月
二
十
六
日
清
信
女
満
月
題
記
」
と
あ
り
俗
人
の
女
性
に
よ
る
亡
親
供
養
の

た
め
の
刻
経
と
目
さ
れ
る
。
ま
た
五
一
号
洞
に
は
、
『
仏
頂
心
経
』
で
は
な
い
が
、

そ
れ
と
近
し
い
関
係
に
あ
る
罪
障
滅
罪
の
利
益
の
あ
る
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
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経
』
お
よ
び
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経

呪

』
の
刻
経
が
あ
り
、
開
元
二
十
一
年

（
九
）

（
七
三
三
）
の
題
記
と
こ
の
地
の
著
名
な
仏
僧
「
玄
応
」
の
烙
印
が
あ
る
。
そ

の
中
の
五
二
号
経
幢
龕
に
は
、
普
州
（
四
川
省
安
岳
県
の
あ
た
り
）
の
軍
事
衙

推
・
王
彦
昭
が
父
母
の
供
養
の
た
め
に
造
っ
た
「
尊
勝
（
経
）
幢
」
（
『
仏
頂
尊

勝
陀
羅
尼
経
』
）
の
九
六
一
年
の
題
記
が
あ

り

、「
生
前
債
主
冤
家
、
冥
途
願
無

（
十
）

讐
訟
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
経
幢
と
は
経
文
を
刻
す
石
柱

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
生
前
の
債
務
者
・
仇
が
冥
土
に
行
く
道
中
で
、
復
讐
や
訴

訟
を
し
な
い
よ
う
に
祈
願
す
る
も
の
で
、「
補
論
」
に
示
さ
れ
た
十
一
世
紀
以
降

の
版
行
や
石
刻
に
先
行
し
て
、『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
が
あ
っ
た
可
能
性
も
窺

え
る
。

こ
の
よ
う
に
『
仏
頂
心
経
』
の
周
辺
で
唐
代
に
流
布
し
て
き
た
偽
経
『
恩
重

経
』
や
、
近
し
い
内
容
を
持
つ
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
』
周
辺
の
状
況
や
、
具

体
的
な
講
経
僧
の
語
り
や
亡
親
・
亡
子
息
（
女
）
供
養
の
石
刻
活
動
も
併
せ
て

検
討
す
る
こ
と
が
、
説
話
の
生
成
過
程
や
流
布
状
況
を
よ
り
重
層
的
立
体
的
に

把
握
す
る
手
立
て
と
な
り
得
る
と
考
え
て
い
る
。

二
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
討
債
鬼
故
事
・
転
生
復
讐

譚
の
展
開

紙
幅
の
許
す
限
り
で
も
う
一
点
考
察
し
た
い
の
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
展

開
の
問
題
で
あ
る
。
本
書
第
二
章
で
論
じ
ら
れ
た
よ
う
に
、
日
本
中
世
以
前
に

お
い
て
は
、
『
仏
頂
心
経
』
下
巻
第
三
話
や
辥
用
弱
『
集
異
記
』
逸
文
「
阿
足

師
」
等
に
近
い
内
容
を
持
つ
『
日
本
霊
異
記
』
中
巻
三
十
縁
（
『
今
昔
物
語
集
』

巻
十
七
も
同
類
話
）
が
あ
る
他
は
、
前
世
の
恨
み
を
晴
ら
す
た
め
子
と
し
て
転

生
す
る
話
は
、
近
世
以
前
ま
で
殆
ど
目
立
っ
た
展
開
が
見
ら
れ
な

い

。
こ
の
要

（
十
一
）

因
の
一
端
を
探
る
た
め
に
、
少
し
角
度
を
変
え
て
、
日
本
中
世
の
唱
導
に
お
け

る
子
が
先
立
っ
た
際
の
親
へ
の
語
り
方
に
着
目
し
て
み
た
い
。「
緒
論
」
で
も
示

さ
れ
た
よ
う
に
、
討
債
鬼
の
復
讐
の
手
段
に
は
、
仇
の
子
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

り
病
気
等
で
財
産
を
蕩
尽
さ
せ
た
上
、
早
世
す
る
こ
と
で
親
を
悲
し
ま
せ
る
と

い
う
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
後
に
は
、
夭
折
し
た
子
の
親
に
対
し
、
子
は
自

身
の
負
っ
た
「
債
」
の
調
整
者
で
あ
っ
た
と
し
て
受
け
入
れ
さ
せ
る
語
り
に
も

繋
が
っ
て
い
っ
た
（
第
七
章
）
。

そ
こ
で
試
み
に
、
日
本
中
世
唱
導
資
料
と
し
て
称
名
寺
蔵
「
千
字
文
説
草
」

の
亡
息
（
女
）
の
供
養
を
多
数
お
さ
め
た
「
成
」
が
付
さ
れ
た
一

群

（
十
六
種

（
十
二
）

の
話
）
を
見
て
み
る
と
、
子
に
先
立
た
れ
た
親
に
対
し
、
そ
の
子
は
親
に
世
間

の
「
無
常
」
を
悟
ら
せ
仏
道
に
導
く
「
善
知
識
」（
例
え
ば
子
の
正
体
は
観
音
で

あ
っ
た
等
）
、
或
い
は
子
の
早
世
は
親
の
罪
で
な
く
子
が
過
去
世
に
な
し
た
罪
に

よ
る
も

の

と
説
く
傾
向
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
子
の
追
善
供
養
を
す

（
十
三
）

る
こ
と
で
亡
子
の
み
な
ら
ず
施
主
の
親
も
往
生
を
遂
げ
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。

ま
た
同
じ
く
「
千
字
文
説
草
」
「
宇
」
の
『
法
華
八
講
事
』
「
俊
房
息
女
事
」
で

は
、
源
俊
房
（
一
〇
三
五
―
一
一
二
一
）
の
娘
が
病
に
臥
し
た
が
、
こ
れ
は
娘

の
前
世
に
如
意
宝
珠
を
奪
わ
れ
た
広
田
大
明
神
が
取
り
憑
い
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
、
法
華
経
八
軸
を
書
写
し
捧
げ
る
と
病
は
平
癒
し
た
と
語
ら
れ

る

。
こ
れ

（
十
四
）

も
娘
の
病
は
親
で
な
く
娘
自
身
が
前
世
に
な
し
た
罪
に
起
因
し
、
恨
み
を
抱
い

た
大
明
神
が
と
り
憑
い
た
た
め
と
す
る
。
勿
論
、
今
後
よ
り
広
く
資
料
を
確
認

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
唱
導
の
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え

合
わ
せ
る
と
、
討
債
鬼
と
し
て
の
子
と
い
う
観
念
が
、
日
本
中
世
の
唱
導
に
お

い
て
実
感
を
伴
う
汎
用
的
な
形
で
は
展
開
し
難
く
、
近
世
に
怪
談
・
奇
譚
と
し

て
展
開
す
る
に
至
っ
た
要
因
の
一
端
は
伺
え
る
の
で
は
な
い
か
。
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次
に
韓
国
で
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
本
書
の
二
三
七
、
八
頁
に
紹
介
さ
れ
た

仁
皙
宰
が
採
集
し
た
昔
話
と
し
て
の
討
債
鬼
故
事
の
他
に
、
転
生
復
讐
譚
と
し

て
若
干
の
類
話
が
見
つ
か
っ
た
。
一
つ
は
、
前
世
に
牛
で
あ
っ
た
男
が
、
飼
い

主
の
転
生
し
た
女
の
夫
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
前
世
に
叩
か
れ
た
数
だ
け
妻

を
叩
き
恨
み
を
晴
ら
す
話
（
「
施
主
の
功

徳

」
）
で
あ
る
。
本
話
は
、
数
の
一

（
十
五
）

致
の
モ
チ
ー
フ
（
金
額
で
は
な
く
、
打
た
れ
た
数
）
が
見
ら
れ
る
点
が
注
目
さ

れ
る
が
、
妻
が
僧
に
施
し
を
し
た
た
め
知
恵
を
授
か
っ
て
、
早
め
に
そ
の
難
か

ら
逃
れ
た
話
と
し
て
高
僧
の
功
徳
の
方
が
主
題
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
転
生
し

た
の
が
、
前
世
の
恨
み
を
晴
ら
す
た
め
に
親
の
愛
情
に
漬
け
込
む
こ
と
の
で
き

る
「
子
」
で
は
な
く
、
妻
を
服
従
さ
せ
ら
れ
る
「
夫
」
と
な
っ
て
い
る
。

も
う
一
つ
は
、『
韓
国
口
碑
文
学
大
系
』
三
集
二
冊
（
韓
国
精
神
文
化
研
究
院

語
文
研
究
室
編
、
朝
銀
文
化
社
、
一
九
九
四
年
）
所
収
の
韓
国
口
承
説
話
「
本

妻
が
子
と
継
子
の
転
生
」
で
あ
る
。

昔
あ
る
男
の
本
妻
か
ら
生
ま
れ
た
継
子
を
憎
み
、
継
子
の
頭
に
針
を
刺
し

て
殺
し
、
河
に
投
げ
捨
て
て
殺
し
た
。
死
ん
だ
継
子
は
子
牛
に
生
ま
れ
変

わ
る
が
、
継
母
に
気
づ
か
れ
て
殺
さ
れ
そ
う
に
な
り
、
家
を
逃
げ
出
し
て

隣
村
の
娘
と
結
ば
れ
、
人
の
姿
に
変
わ
っ
て
家
に
戻
り
、
継
母
を
河
に
投

げ
て
殺
し
、
父
母
に
孝
行
を
尽
く
し

た

。

（
十
六
）

本
話
は
牛
に
転
生
し
た
後
に
人
に
変
身
し
て
復
讐
を
果
た
す
点
、
子
で
は
な

く
継
子
関
係
で
あ
る
点
が
大
き
く
異
な
る
が
、
こ
の
淵
源
は
韓
国
で
流
布
し
た

偽
経
『
釈
迦
如
来
十
地
修
行
記
』
や
敦
煌
写
本
の
中
国
国
家
図
書
館
蔵
『
仏
説

孝
順
子
修
行
成
仏
経
』
に
見
え
る
金
牛
太
子

譚

と
考
え
ら
れ
る
。『
十
地
修
行

（
十
七
）

記
』
で
は
太
子
は
金
牛
に
転
生
の
後
、
人
間
に
変
身
し
、
二
人
の
后
（
継
母
）

の
悪
事
を
父
王
に
明
か
す
も
処
罰
を
阻
止
す
る
。
こ
れ
は
釈
迦
の
本
生
譚
の
た

め
に
、
母
へ
の
報
恩
は
し
て
も
復
讐
は
し
な
い
仏
教
的
側
面
と
い
え
る
。
こ
れ

に
対
し
『
修
行
成
仏
経
』
で
は
、
二
后
が
悔
い
改
め
な
か
っ
た
た
め
に
、
太
子

で
は
な
く
天
神
帝
釈
か
ら
責
め
苦
を
受
け
る
形
で
復
讐
が
成
立
し
得
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
偽
経
流
伝
の
場
は
、
転
生
の
目
的
化
、
畜
生
転
生
後
の
人
間
へ
の

変
身
、
復
讐
の
肯
定
化
と
い
う
よ
う
に
仏
教
的
本
生
譚
・
畜
生
転
生
譚
か
ら
人

間
の
転
生
復
讐
譚
へ
の
過
渡
的
段
階
を
呈
し
て
お
り
、「
転
生
」
譚
の
東
ア
ジ
ア

で
の
展

開

の
偏
差
が
窺
え
る
点
で
も
注
目
さ
れ
る
。

（
十
八
）

ま
た
ベ
ト
ナ
ム
で
は
転
生
復
讐
譚
は
管
見
の
限
り
で
は
見
つ
け
ら
れ
ず
、
転

生
が
目
的
化
し
た
話
を
い
く
つ
か
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
近
々
ま
と
め
る
予
定
で
あ
り
、
紙
幅
も
尽
き
た
た
め
後
稿
に
譲

り
た
い
が
、
本
話
を
含
む
転
生
譚
の
型
が
、
日
本
、
韓
国
、
そ
し
て
ベ
ト
ナ
ム

な
ど
に
広
く
流
伝
し
た
仏
教
の
経
典
・
偽
経
の
場
を
経
由
し
て
展
開
し
た
可
能

性
を
示
唆
し
て
、
筆
を
擱
く
こ
と
に
し
た

い

。

（
十
九
）

《

注

》

（
一
）
「
貴
族
社
会
の
も
の
で
は
な
く
、
士
大
夫
階
級
、
知
識
人
階
級
の
も
の
で
は
な
く
、

全
く
庶
民
社
会
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
下
層
階
級
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
経

典
」
（
道
端
良
秀
『
唐
代
仏
教
史
の
研
究
』
（
法
蔵
館
、
一
九
五
七
年
）
。

（
二
）
小
川
貫
弌
「
父
母
恩
重
経
」
『
講
座
敦
煌
・
七

敦
煌
と
中
国
仏
教
』
（
大
東
出

版
会
、
一
九
八
四
年
）
及
び
拙
著
『
孝
の
風
景
』
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
）
第

四
章
参
照
。

（
三
）
禿
氏
祐
祥
「
父
母
恩
重
経
の
異
本
に
つ
い
て
」
（
『
宗
教
研
究
』
新
五
―
四
、
一

九
二
八
年
）
、
新
井
慧
誉
「
敦
煌
本
『
父
母
恩
重
経
』
校
異
」
（
『
二
松
学
舎
大
学
』

一
九
七
八
年
）
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（
四
）
北
村
茂
樹
「
敦
煌
出
土
『
父
母
恩
重
経
講
経
文
』
の
孝
思
想
と
そ
の
展
開
」
（
川

口
久
雄
『
古
典
の
変
容
と
新
生
』
明
治
書
院
、
一
九
八
四
年
）
等
参
照
。

（
五
）
『
道
蔵
』
に
三
種
所
収
。
そ
の
う
ち
八
世
紀
に
は
成
立
し
た
と
目
さ
れ
る
『
太
老

君
説
報
父
母
恩
重
経
』
に
は
、
母
の
懐
妊
養
育
の
苦
労
と
喜
び
、
子
の
成
長
と
親
の

期
待
、
結
婚
・
独
立
し
た
子
に
疎
ん
じ
ら
れ
る
老
親
の
孤
独
が
描
写
さ
れ
、
『
仏
説

父
母
恩
重
経
』
と
類
似
し
た
表
現
が
見
え
る
。

（
六
）
以
下
、
引
用
は
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
八
五
・
二
八
八
七
に
拠
る
。

（
七
）
『
大
乗
仏
典
〈
中
国
・
日
本
編
〉
』
第
十
巻
（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
一
年
）
の

松
尾
良
樹
訳
参
照
。

原
文
は
、
敦
煌
本
Ｐ
二
四
一
八
、
王
重
民
『
敦
煌
変
文
集
』

五(

人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
五
七
年
）
所
収
。

（
八
）
本
書
第
二
章
、
五
二
頁
、
及
び
第
五
章
、
一
四
二
頁
。

（
九
）
本
書
二
六
九
頁
に
『
仏
頂
尊
勝
経
幢
』
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

（
十
）
「
前
摂
龍
洲
兼
普
州
軍
事
衙
推
五
音
地
理
王
彦
昭
造
」
、
「
後
蜀
広
政
二
十
四
年

（
九
六
一
）
歳
次
辛
酉
八
月
壬
辰
」
。

（
十
一
）
「
中
世
の
ブ
ラ
ン
ク
」
に
つ
い
て
は
、
本
書
二
〇
二
頁
に
後
小
路
薫
「
近
世
説

話
の
位
相
―
―
鬼
索
債
譚
を
め
ぐ
っ
て
」
（
井
上
敏
幸
他
編
『
元
禄
文
学
を
学
ぶ
人

の
た
め
に
』
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
一
年
所
収
）
の
紹
介
と
共
に
指
摘
が
あ
る
。
な

お
、
人
間
が
恨
み
を
も
っ
て
再
び
人
間
に
転
生
し
復
讐
を
果
た
す
話
と
し
て
は
、

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
巻
三
・
十
四
「
伏
見
修
理
大
夫
俊
綱
の
事
」
等
有
る
が
、
子
と

し
て
転
生
す
る
話
で
は
な
い
。

（
十
二
）
高
橋
悠
介
「
千
字
文
説
草
と
そ
の
特
色
―
―
亡
息
・
亡
息
女
供
養
の
説
草
を

中
心
に
」
『
仏
教
文
学
』
四
五
（
二
〇
二
〇
年
四
月
）
。

（
十
三
）
例
え
ば
、
木
か
ら
落
ち
て
死
ん
だ
子
を
嘆
く
舎
衛
国
の
長
者
に
、
そ
の
子
が

昔
の
殺
生
に
よ
り
天
の
子
・
人
の
子
・
龍
の
子
と
し
て
生
死
を
重
ね
て
い
る
と
い
う

因
縁
を
仏
が
示
す
話
（
『
法
苑
珠
林
』
巻
五
二
等
）
や
、
舎
耶
多
尊
者
の
六
歳
の
息

子
が
尊
者
の
出
家
を
妨
げ
た
た
め
に
烏
に
転
生
し
た
話
（
『
法
苑
珠
林
』
巻
二
二

等
）
、
ま
た
『
蓮
花
王
因
縁
〈
亡
息
〉
』
「
別
愛
子
発
心
事
／
善
知
識
云
々
」
の
蓮
花

王
と
い
う
子
が
八
歳
で
亡
く
な
っ
た
際
、
観
音
の
化
身
と
し
て
霊
験
を
示
し
父
母
を

出
家
に
導
く
話
（
『
今
物
語
』
三
五
話
の
類
話
）
等
。

（
十
四
）
恋
田
知
子
「
千
字
文
説
草
の
法
華
経
説
話
」
『
仏
教
文
学
』
四
五
（
二
〇
二
〇

年
四
月
）
。

（
十
五
）
崔
仁
鶴
・
厳
鎔
姫
編
（
日
本
語
版
編
者
：
樋
口
淳
）
『
韓
国
昔
話
集
成
』
四

（
悠
書
館
、
二
〇
一
七
年
）
、
一
一
五
―
一
一
九
頁
。

（
十
六
）
金
英
順
氏
発
表
資
料
「
東
ア
ジ
ア
に
み
る
動
物
と
す
り
替
え
さ
れ
た
太
子
譚

―
―
「
金
色
の
太
子
」
と
「
金
犢
太
子
」
」
（
ハ
ノ
イ
大
学
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ベ

ト
ナ
ム
に
お
け
る
日
本
語
教
育
・
日
本
研
究
―
―
過
去
・
現
在
・
将
来
」
二
〇
一
三

年
十
月
十
五
日
）
。

（
十
七
）
牧
野
和
夫
・
齋
藤
隆
信
「
中
国
国
家
図
書
館
蔵
『
仏
説
孝
順
子
修
行
成
仏

経
』
・
俄
羅
斯
科
学
院
聖
彼
徳
堡
分
所
蔵
同
経
断
簡
と
朝
鮮
順
治
十
七
年
刊
『
釈
迦

如
来
十
地
修
行
記
』
所
収
「
第
七
地

金
犢
太
子
」
に
つ
い
て
」
『
実
践
女
子
大
学

文
学
部
紀
要
』
四
五
（
二
〇
〇
三
年
三
月
）
。

（
十
八
）
こ
の
偽
経
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
流
布
に
つ
い
て
の
講
演
と
し
て
金
文
京

「
東
ア
ジ
ア
近
世
の
書
籍
交
流
―
―
朝
鮮
翻
刻
明
代
伊
王
府
刊
本
『
釋
迦
佛
十
地
修

行
記
』
に
つ
い
て
」
（
於
関
西
大
学
、
二
〇
一
八
年
十
一
月
十
六
日
）
が
あ
る
。

（
十
九
）
東
ア
ジ
ア
の
偽
経
が
文
学
・
文
化
・
信
仰
全
般
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
、

相
似
た
物
語
の
「
型
」
を
通
じ
て
考
え
る
試
み
と
し
て
、
牧
野
和
夫
「
「
本
地
物
」

の
四
周
―
―
「
拡
が
り
」
の
方
向
性
か
ら
の
提
案
」
『
仏
教
文
学
』
二
七
（
二
〇
〇

三
年
）
が
あ
る
。
ま
た
、
増
尾
伸
一
郎
氏
に
拠
れ
ば
、
唐
が
七
世
紀
後
期
に
安
南
都

護
府
を
設
置
し
た
の
を
契
機
と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
仏
教
に
中
国
の
影
響
が
顕
著
に
な

り
、
中
国
撰
述
の
偽
経
も
享
受
し
た
と
さ
れ
、
九
七
三
年
に
は
華
閭
に
『
仏
頂
尊
勝
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陀
羅
尼
』
を
刻
ん
だ
石
柱
が
百
基
も
建
て
ら
れ
た
。
偽
経
を
巡
る
歴
史
的
展
開
は
、

韓
国
と
も
似
通
っ
て
い
る
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
（
「
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
偽
経
と

善
書
の
流
伝
―
―
仏
道
儒
三
教
と
民
間
信
仰
の
交
渉
を
め
ぐ
っ
て
」
、
千
本
英
史
編

『
ア
ジ
ア
遊
学
・
「
偽
」
な
る
も
の
の
射
程
―
―
漢
字
文
化
圏
の
神
仏
と
そ
の
周
辺

―
―
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
「
偽
」
の
世
界
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
三
年
三
月
）
。
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